
    

 

 

 

 

 

秋の火災予防運動が始まります！ 
 

今月１５日（金）から３１日（日）までの１７日間、秋

の火災予防運動を実施します。朝晩の気温も下がり暖房

機器を使用する機会も増え、火災が発生しやすい時季を

迎えることから、火災予防に対する意識を高めてもらう

ための啓発活動を実施し、火災のない安全安心な苫小牧

を目指すことが目的です。この機会に、防火防災に関す

る意識を高めましょう！ 

※詳細は、火災予防運動実施要領を添付していますの

で御確認ください。 

 

 住宅用火災警報器、耐用年数は１０年！ 

義務化からも１０年！ 
  
住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命など

で、火災を感知しなくなってしまうことがあるため、１０

年を目安に交換することが推奨されています。苫小牧市

では、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づ

けられてから、今年で１０年が経ちます。そろそろ交換の

目安の時期が近づいていると考えられますが、皆様のお

宅の住宅用火災警報器は交換しましたか？また、既に交

換している方、設置から１０年未満の方も、まずは、作動

確認をして音を聞いてみましょう。住宅用火災警報器の

ボタンを押す、またはひもを引くと、正常な場合は、正常

をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。

音が鳴らない場合は、電池切れや故障の可能性がありま

す。いざというときに、確実に作動するよう適正な維持管

理をしましょう！ 

火災予防ニュース 
 第２４号 令和３年１０月６日 苫小牧市消防本部予防室発行 

統一防火標語 『おうち時間 家族で点検 火の始末』 

 
 



 

二酸化炭素消火設備の誤放出に御注意！ 
令和２年には名古屋市、令和３年には１月と４月に東京都で、不活性ガス消火設備の消

火剤(二酸化炭素)が放出されたことにより、人命が失われる事故が発生しました。二酸化

炭素消火設備は、消火のために高濃度の二酸化炭素を放出するものですが、誤放出等によ

り、人が吸うとほとんど即時に意識喪失に至ってしまうという危険性のある設備です。二

酸化炭素消火設備を設置する事業所や工事、メンテナンス等を行う事業所は、細心の注意

を払いましょう。 

～注意事項～ 
◎工事・メンテナンス時 

二酸化炭素消火設備が設けられている付近で他の設備機器の設置工事、改修工事又は

メンテナンスが行われる場合は、第３類の消防設備士又は二酸化炭素消火設備を熟知

した第１種の消防設備点検資格者が立ち合うこと。また、関係者以外の人が出入りで

きないように管理すること。 

◎消火設備作動時の対応 

直ちに消防機関への通報、設備の設置・保守点検等に係る専門業者等への連絡を行う

とともに、二酸化炭素消火設備を設置する室及び隣接する部分への立入りを禁止する

こと。 

 

旧消火器は交換が必要です！ 
消防法令に基づいて消火器の設置が義務付けられている建物等で、２０１１年１月１日の

規格省令改正により既に型式が失効している消火器を設置できるのは今年の１２月３１日

までです。来年の 1 月 1 日からは、型式が失効した消火器の設置は認められませんので、製

造年が２０１１年以前のものを設置している場合は、適応火災マークを御確認ください。 
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